	　個別の指導計画（言語障害特別支援学級）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日　平成○○年○○月○○日

	氏名・学年
	○○　○○　（○○小学校３年　男）
	保護者の願い
	・正しい発音ができるようになってほしい。

・学校で友だちと仲良く活動できるようになってほしい。
	記入者
	○○　○○

	長期目標
	・正しい発音を身に付け、友だちと楽しく会話できるようになる。

	教科・領域
	児童の実態
	指導目標
	指導内容・指導方法（手立て）
	評価

	自立活動
	健康の保持
	・口蓋裂があるため歯磨きが十分できていない。
	・口の中の衛生に気を付けて、磨き残しがないように磨くことができる。


	・磨き残しがないか鏡でチェックする。

・細かいところに注意しながら、３分間磨く。

・１ヶ月に１度、歯垢染め出し液を使い歯磨き指導を行う。
	・磨き方の手順を覚え、磨き残しが少なくなった。

・ブラッシングが十分できだし、歯ぐきの色も良くなってきた。

	
	心理的な安定
	・友だちとかかわりをもつことができるが、言葉が伝わりにくいため、その場から離れ一人になることがある。


	・自尊感情を育てる。

・友だちの話が理解できない時は、聞き返すことができる。
	・朝の会の、何でもコーナーで発表をする。

・子ども同士のやりとりや遊びに教員が加わり、伝わりにくい時のお互いのかかわり方のモデルを示す。

・構成的グループエンカウンター等を取り入れて温かい学級作りをする。
	・朝の会の発表で自信がついてきた。

・自分から友だちにかかわりをもつ場面が見られ出し、話のできる友だちが増えた。

・友だちと笑顔で活動する場面が増えた。

	
	コミュニケーション
	・発音の不明瞭な言葉がある。

・言いたいことが伝わりにくいことがあり、すぐにあきらめてしまう。
	・苦手な音（特にサ行）の発音を正しくできる。

・伝わりにくい場合、あきらめずに伝えることができる。

・友だちと仲良く遊んだり、楽しく会話ができる。


	・毎朝、授業の前に「ことば遊び」を行い、声を出し口を動かし、はっきりと発音ができるようにする。

・正しい発音ができるように、自立活動の時間を使いサ行の発音指導（ストローを使った息の出し方等）を行う。

・自分の意思を伝え、分からないことは自分で聞き返し、必要なことはメモをとり正確な理解につなげる。
	・毎朝口を動かすことで、言葉がはっきりしてきた。

・サ行の入った言葉について、意識しながらであるが正しく発音ができるようになってきた。

・友だちとの会話では、相手の顔を見ながら話したり、聞いたりする姿勢が見られだし、コミュニケーションの力も身に付いてきた。

・表情が明るくなり、楽しそうに活動している場面が増えてきた。



	教科
	国語
	・発音が不明瞭なために、人前で音読や発表をすることが難しい。

・作文や感想文等の文章では行動したことの羅列になりがちで、気持ちを表す文章を書くことが苦手である。
	・人前で抵抗感無く、音読や発表ができる。

・気持ちを表す文章を書くことができる。


	・ことばタイムの中で音読を行い、人前で発表することや音読に慣れる。

・言葉の組み立てを学習し、作文の構成について学習する。

・感情を表す言葉、状態を表す言葉の学習をする。

・分からない言葉を自分で調べ意味を理解し、使えるようにする。
	・慣れた文章であれば、人前で発表することができだした。

・気持ちを表す言葉を使った文章を書けるようになってきた。

・分からない言葉の意味調べをすることで、語彙数が増えてきた。


